




 

 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー 患 者 で は  々 治 療 意 欲を

は対人接触を断ち無為、無欲な状態に陥る。時にはひねくれ、乱暴、情動不安

定、幻覚妄想を示すに至る。これは幼時にはじまる運動機能の喪失、疾患の慢

性的進行、行動範囲の制限、生命の危機に対する退行的な防禦とも考えられる。

しかしこの解決は具体的な事実の裏付けがなく、したがって治療的な手だてを

得ることができない。われわれは昨年度(5I 年度)の研究において、在宅の患者

15 名とその親に面接して、無意欲で対人接触不良を示す患者の母親には、患児

に対して理知的に接触し身体的、感情的接触が乏しい者の多い事を認めた。 


